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鏡
花
戯
曲
に
お
け
る

勺
沈
鐘
い

の
影
響

松

村

友

視

泉
鏡
花
が
書
き
遺
し
た
三
百
余
篇
の
作
品
の
う
ち
、
戯
曲
は
「
か
き
ぬ
き
」
類
を
除
い
て
一
六
篇
、
岩
波
版
鏡
花
全
集
（
以
下
「
全
集
」
と
略
す
）
で
二
巻

分
に
相
当
す
る
。
年
代
的
に
は
明
治
三
七
年
一

O
月
の
「
深
沙
大
王
」
に
始
ま
り
昭
和
一
一
年
一
月
の
「
お
忍
び
」
に
烹
る
も
の
で
、
こ
れ
を
時
代
別
に
み
る

と
、
明
治
期
に
五
篇
、
大
正
期
に
九
篇
、
昭
和
期
に
二
篇
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
半
数
余
の
九
篇
が
大
正
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
第
一
に
注
意
さ
れ
る
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が
、
さ
ら
に
こ
の
九
篇
の
う
ち
五
篇
ま
で
が
大
正
二
年
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

斗
ノ’’v

、 こ
こ
で
鏡
花
戯
曲
の
す
べ
て
を
次
の
よ
う
に
四
項
に
分
類
し
て
み
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
：
：
；
夜
叉
ケ
池
、
紅
玉
、
海
神
別
荘
、
恋
女
房
、
天
守
物
語
、
山
吹
、
戦
国
茶
漬
、
多
神
教

小
説
を
脚
色
し
た
も
の
、
も
し
く
は
小
説
と
問
題
材
を
扱
っ
た
も
の
：
：
：
深
抄
大
王
、
隅
田
の
橋
姫
、
愛
火
、
稽
古
扇
、
公
孫
樹
下
、
鳥
笛
、
日
本
橋
、

（
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）
 

お
忍
び

∞ 伺

翻
訳
戯
曲
・
・
・
・
：
沈
鐘

伺

か
き
ぬ
き
類
・
・
・
・
・
・
省
略

右
の
分
類
を
概
観
し
た
と
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
八
篇
の
う
ち
七
篇
ま
で
が
大
正
期
に
書
か
れ
て
お
り
、

一
方
小
説
に
基
づ
く
戯
曲
七
篇
の
う
ち
四
篇
は
明



治
期
に
書
か
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
大
正
期
の
九
篇
の
う
ち
五
篇
は
大
正
二
年
の
執
筆
だ
が
、
う
ち
四
篇
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
で
あ

る
点
も
問
題
と
な
ろ
う
。

L
か
し
最
も
主
要
な
問
題
は
、
各
作
品
の
検
討
作
業
の
過
程
に
浮
か
び
あ
が
る
、
翻
訳
戯
曲
「
沈
鐘
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
群
と
の

聞
に
認
め
ら
れ
る
影
響
関
係
の
確
認
で
あ
ろ
う
。
即
ち
明
治
四

O
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
「
沈
鐘
」
の
構
想
的
乃
至
は
思
想
的
影
響
が
、
そ
の

後
執
筆
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
を
中
心
と
し
て
、
し
か
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
の
殆
ん
ど
に
亙
っ
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
影
響
の
様
相

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
戯
曲
を
検
証
し
つ
つ
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

の
で
、
原
作
は
、
ド
イ
ツ
自
然
主
義
の
潮
流
の
う
ち
に
出
発
し
た

出
E
告
昨
日
mw
ロロ

〈

U
5
5円
ωロロ

w
g
o
E
R
E－
5
8〉
を
登
張
竹
風
・
泉
鏡
花
が
共
訳
し
た
も

字
オ
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム

や
が
て
新
浪
漫
主
義
の
傾
向
に
転
じ
て
書
い
た
戯
曲
の
一
篇
で
あ

ヵ：

「
沈
鐘
」

（
五
幕
）
は
、
の
耳
目
Mm江
田

ωロ
宮
B
mロ
ロ
（
E
O
N－

z
h
H
O
）
の

る
。
わ
が
国
に
お
け
る
「
沈
鐘
」
の
翻
訳
は
竹
風
・
鏡
花
共
訳
に
よ
る
も
の
が
最
も
早
く
、
明
治
四

O
年
五
月
五
日
か
ら
同
年
六
月
一

O
日
に
か
け
て
『
や
ま

と
新
聞
』
に
第
二
働
ま
で
が
連
載
さ
れ
、
中
断
の
の
ち
翌
四
一
年
九
月
に
春
陽
堂
か
ら
完
訳
が
単
行
出
版
さ
れ
た
。
但
し
共
訳
と
い
っ
て
も
厳
密
に
は
竹
風
の

（
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翻
訳
し
た
本
文
を
鏡
花
が
独
特
の
文
体
で
仕
上
げ
た
も
の
で
、
こ
の
間
の
事
情
は
長
谷
川
天
渓
の
批
判
に
反
駁
し
た
竹
風
の
「
沈
鐘
の
翻
訳
に
つ
い
て
」
（
明

治
幼

7

新
小
説
）
、
竹
風
宛
鏡
花
書
簡
長
、
鏡
花
自
筆
原
稿
等
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
天
渓
の
酷
評
に
強
く
反
論
し
た
「
あ
ひ
〈
傘
」
（
明

治

ω
・
7
・
新
小
説
）
に
み
る
鏡
花
の
姿
勢
は
、
単
に
竹
風
の
弁
護
や
自
己
の
責
任
意
識
だ
け
で
な
く
、
翻
訳
作
業
そ
の
も
の
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
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窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

「
沈
鐘
」
の
梗
概
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

山
の
妖
精
達
と
麓
の
村
人
は
対
立
関
係
に
あ
る
。
村
の
鋳
鐘
師
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
翻
訳
名
、
埴
生
理
非
衛
）
は
山
中
で
事
故
に
遭
い
運
般
中
の
鐘
は
湖
底
に
沈

む
が
、
こ
れ
を
契
機
に
美
し
い
妖
精
ラ
ウ
テ
ン
デ
ラ
イ
ン
（
朗
姫
）
と
恋
に
陥
る
。
と
こ
ろ
が
村
か
ら
僧
・
校
長
ら
が
来
て
彼
を
連
れ
帰
っ
て
し
ま
う
（
一

幕
）
。
悲
し
ん
だ
ラ
ウ
テ
ン
デ
ラ
イ
ン
は
、
妻
マ
グ
ダ
（
玉
木
）
の
熱
心
な
看
病
の
隙
を
つ
い
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
連
れ
戻
す
（
二
幕
）
。
山
に
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ

の
許
へ
僧
が
来
り
彼
の
罪
を
説
く
が
彼
は
こ
れ
を
拒
絶
す
る
（
三
幕
）
た
め
、
僧
に
煽
動
さ
れ
た
村
人
の
襲
撃
を
受
け
る
。
村
人
を
退
け
た
彼
だ
が
、
夢
に
二



人
の
愛
児
が
現
わ
れ
妻
の
入
水
を
告
げ
る
や
、
我
を
忘
れ
て
ラ
ウ
テ
ン
デ
ラ
イ
ン
を
罵
り
、
そ
の
制
止
を
振
切
っ
て
山
を
下
る
（
四
幕
）
。
し
か
し
彼
は
村
人
に

追
わ
れ
て
再
び
山
に
戻
っ
て
来
る
。
ラ
ウ
テ
ン
デ
ラ
イ
ン
が
池
の
精
に
嫁
し
た
こ
と
を
聞
い
て
落
胆
し
た
彼
は
、
自
ら
の
生
命
と
引
換
え
に
一
目
彼
女
に
逢
う

ベ
く
山
姥
に
懇
願
し
、
今
し
も
昇
る
太
陽
を
見
て
「
お
斗
斗
太
陽
：
：
：
日
の
出
、
日
の
出
！
ー
ー
あ
ふ
、
夜
は
長
い
。
」

3
5
ω
O
B
O－－：：
ωoロ
忠
岡
0
5
5土

－

－

g
o
Z
R
Z
E
Eロ
m・
）
と
言
い
つ
つ
ラ
ウ
テ
ン
デ
ラ
イ
ン
の
腕
の
中
で
息
を
引
取
る
。

こ
こ
で
「
沈
鐘
」
の
基
本
構
造
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
山
の
妖
精
界
と
麓
の
人
間
界
と
を
対
比
的
・
二
元
的
に
設
定
し
、
山
と
麓
と
の
聞
を
振
子

の
よ
う
に
往
復
す
る
中
間
存
在
と
し
て
主
人
公
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
個
人
的
自
由
と
現
実
的
社
会
的
束
縛
と
の
聞
に
お
け
る
近
代
知
識
人
の
内
的
葛
藤
を
象

徴
的
に
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
単
に
麓
か
ら
山
へ
と
い
う
単
一
の
指
向
を
示
す
の
で
は
な
く
、
価
値
の
差
こ
そ
あ
れ
等
量
の
比
重
を
も
っ
両
世

界
聞
を
往
復
す
る
存
在
で
あ
り
、
こ
の
往
復
と
い
う
行
為
自
体
の
象
徴
す
る
と
こ
ろ
が
即
ち
「
沈
鐘
」
の
中
心
主
題
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
結
局
ハ
イ
ン
リ
ヒ

は
、
そ
の
思
想
的
脆
弱
と
意
志
薄
弱
の
ゆ
え
に
悲
劇
的
結
末
を
辿
る
の
で
あ
り
、
価
値
転
換
の
翠
明
は
結
末
の
太
陽
に
象
徴
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

（
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）
 

な
構
図
に
は
、
ニ

l
チ
ェ
の
超
人
思
想
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
三
年
一

O
月
及
び
二
一
月
の
『
帝
国
文
学
』
に
掲
げ
た
「
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
」
と
題
す
る
文
の
中
で
竹
風
は
、

「
沈
鐘
」
に
ニ

l
チ
ェ
の
影
響
を
認
め

- 3 ー

る
と
共
に
次
の
よ
う
な
作
品
理
解
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
妖
精
界
を
「
自
由
な
る
塾
術
」
「
自
由
な
る
轡
愛
」
の
世
界
、
あ
る
い
は
「
個
人
的
自
由
の
仙
郷
」

と
し
、
ラ
ウ
テ
ン
デ
ラ
イ
ン
を
そ
の
象
徴
・
保
護
神
と
と
ら
え
、
麓
の
人
間
界
を
「
個
人
を
繋
縛
賓
束
す
る
極
桔
」

「
因
襲
久
し
き
道
義
慣
習
の
繋
縛
」
と
把

握
す
る
。
要
す
る
に
こ
の
作
品
の
基
本
構
造
を
〈
自
由
〉
と
〈
繋
縛
〉
と
い
う
対
立
概
念
に
お
い
て
理
解
す
る
わ
け
だ
が
、

「
沈
鐘
」
が
竹
風
と
共
訳
さ
れ
た

こ
と
を
鏡
花
作
品
と
の
関
連
で
考
え
る
場
合
、
竹
風
の
こ
う
し
た
作
品
理
解
が
そ
の
是
非
を
超
え
て
動
か
し
難
い
意
味
を
も
っ
て
く
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

し、。
厳
密
な
意
味
で
共
訳
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、

「
沈
鐘
」
翻
訳
作
業
は
鏡
花
に
と
っ
て
西
欧
近
代
戯
曲
と
の
唯
一
の
直
接
的
接
点
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
の
も

つ
意
味
は
大
き
く
、
同
時
に
、
ニ

l
チ
エ
主
義
者
で
あ
っ
た
竹
風
の
思
想
的
影
響
も
多
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
鏡
花
は
「
あ
ひ
／
＼
傘
」
の
中
で
、

「
竹
風
君
に
伺
っ
た
慮
で
も
、
原
書
の
封
話
は
、
鋳
鐘
師
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
住
居
の
や
う
な
、
古
代
の
濁
逸
の
風
で
は
な
い
、
篇
中
の
思
想
と
共
に
近
代
の
も
の



だ
さ
う
だ
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
一
文
か
ら
も
、
共
訳
に
あ
た
っ
て
鏡
花
が
竹
風
か
ら
「
沈
鐘
」
に
盛
込
ま
れ
た
思
想
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

書
か
れ
た
彼
の
戯
曲
に
は
、

と
こ
ろ
で
「
沈
鐘
」
と
鏡
花
戯
曲
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
村
松
定
孝
氏
が
「
『
沈
鐘
』
と
泉
鏡
花
」
（
昭
和
お
・

2
・
学
苑
）
で
、
「
大
正
期
に

『
沈
鐘
』
の
換
骨
脱
胎
が
顕
著
に
見
出
さ
れ
る
し
、
そ
れ
ら
幾
つ
か
の
作
品
が
書
き
次
が
れ
ゆ
く
う
ち
に
次
第
に
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン

の
影
響
が
自
家
薬
籍
中
の
も
の
と
な
り
、
独
自
の
成
果
を
示
し
ゅ
く
プ
ロ
セ
ス
が
十
分
に
辿
り
う
る
。
」
と
述
べ
、
影
響
の
顕
著
な
も
の
と
し
て
「
夜
叉
ケ
池
」

「
紅
玉
」

「
海
神
別
荘
」

「
天
守
物
語
」
の
四
篇
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
鏡
花
戯
曲
に
お
け
る
「
沈
鐘
」
の
影
響
は
鏡
花
文
学
の
本
質
に
関
わ
る
重
要
な
間

題
を
含
む
と
思
わ
れ
、
氏
の
論
考
に
加
え
て
さ
ら
に
詳
細
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
笠
原
伸
夫
氏
は
「
天
守
物
語
の
成
立
」

（
昭
和

日・

5
・
『
泉
鏡
花
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
』
至
文
堂
）
で
「
沈
鐘
」
の
影
響
の
大
き
さ
を
述
べ
る
と
共
に
、
「
天
守
物
語
」
の
天
守
五
層
を
「
現
世
と
対
抗
吋
す
る

空
間
」
と
見
、
「
『
夜
叉
ケ
池
』
か
ら
『
海
神
別
荘
』
へ
と
展
開
す
る
幻
想
劇
の
基
本
は
、
夢
と
現
、
他
界
と
現
世
の
対
立
点
を
つ
ね
に
内
に
か
か
え
も
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
ち
が
い
な
く
『
沈
鐘
』
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
も
の
と
い
え
た
。
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
示
唆
に
富
む
論
考
で
あ
り
、
本
稿
の
論

-4-

旨
の
一
端
と
も
こ
れ
は
重
な
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
詳
細
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

以
下
、
影
響
の
認
め
ら
れ
る
戯
曲
と
し
て
、
ま
ず
「
夜
叉
ケ
池
」

「
紅
玉
」
「
海
神
別
荘
」
「
天
守
物
語
」
の
四
篇
に
つ
い
て
論
述
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
全
集
本
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
末
尾
に
算
用
数
字
を
付
し
て
頁
数
を
示
し
た
。

「
夜
叉
ケ
池
」
（
一
幕
、
大
正
2
・
3
・
演
芸
倶
楽
部
）
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
最
初
の
作
品
で
あ
る
。

時
、
現
代
。
越
前
国
琴
弾
谷
に
は
伝
説
が
あ
る
。
鐘
楼
守
萩
原
晃
・
百
合
夫
婦
の
守
る
鐘
は
、
定
刻
に
撞
か
ぬ
と
峯
の
夜
叉
ケ
池
か
ら
洪
水
が
起
こ
る
と
い

う
の
だ
。
一
方
、
夜
叉
ケ
池
の
主
・
白
雪
姫
は
白
山
千
蛇
ケ
池
の
若
殿
に
恋
焦
れ
て
い
る
が
、
洪
水
な
し
に
逢
瀬
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
夏
、
村

ひ
で
り

は
早
つ
づ
き
で
、
村
人
は
雨
乞
い
の
た
め
百
合
を
夜
叉
ケ
池
の
龍
神
へ
の
人
身
御
供
に
し
よ
う
と
、
神
官
・
村
長
ら
を
先
頭
に
や
っ
て
来
る
。
彼
等
と
の
争
い



の
う
ち
に
百
合
・
晃
は
自
殺
し
、
た
め
に
鐘
を
撞
く
べ
き
刻
限
が
過
ぎ
て
洪
水
が
襲
い
、
鐘
は
水
中
に
ゆ
仙
「
没
、
村
人
は
悉
く
死
し
て
魚
に
変
ず
る
。
自
殺
し
た

夫
婦
は
新
た
に
で
き
た
「
鐘
ケ
淵
」
の
主
と
な
る
。

百
合
を
襲
う
神
官
・
村
長
ら
が
「
沈
鐘
」
に
登
場
す
る
僧
・
校
長
ら
に
共
通
す
る
こ
と
な
ど
、
す
で
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
「
沈
鐘
」
と
の
類
似
は
極
め
て

顕
著
だ
が
、
重
要
な
点
と
し
て
、

「
沈
鐘
」
の
基
本
構
造
で
あ
る
対
比
的
な
二
元
的
構
図
が
、
夜
叉
ケ
池
の
妖
精
界
と
麓
の
人
間
界
と
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
但
し
こ
の
二
つ
の
世
界
は
対
比
的
な
設
定
に
か
か
わ
ら
ず
結
末
を
除
い
て
何
ら
接
触
せ
ず
、
し
か
も
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
相
当
す
る
萩
原
晃

は
妻
百
合
と
共
に
両
世
界
の
中
聞
に
固
定
さ
れ
て
往
復
と
い
う
行
為
を
示
き
な
い
。
殊
に
百
合
は
白
雪
姫
に
共
通
す
る
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
彼
等
は

妖
精
界
の
庇
護
下
に
あ
っ
て
最
終
的
に
妖
精
界
へ
移
行
す
る
存
在
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
夜
叉
ケ
池
」
に
は
「
沈
鐘
」
に
お
け
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
妻

マ
グ
ダ
や
愛
児
の
ご
と
き
現
実
へ
の
牽
引
力
が
欠
如
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
妖
精
界
は
人
間
界
に
対
し
一
方
的
に
優
位
を
占
め
、
人
間
界
は
専
ら
否
定
的
に
描

か
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
図
に
本
質
的
意
味
で
の
葛
藤
や
象
徴
性
が
生
じ
得
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
夜
叉
ケ
池
」
は
明
ら
か
に
「
沈
鐘
」
の
強
い
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
、
鏡
花
は
こ
こ
に
そ
の
概
略
的
構
図
を
取
入
れ
は
し
た
も
の
の
、
中
心
思
想
を
明
瞭
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な
形
で
導
入
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
た
だ
、
思
想
的
影
響
が
別
な
形
で
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。
晃
が
友
人
学
園
に
語
る
鐘
の

伝
説
に
出
る
龍
神
の
言
葉
「
我
が
性
は
自
由
を
想
ふ
。
自
在
を
欲
す
る
。
気
ま
与
を
望
む
。
」
（

Sω
）
は
、
そ
の
世
界
が
本
来
〈
自
由
〉
の
論
理
を
も
つ
こ
と
を

暗
示
す
る
が
、
こ
れ
は
龍
神
の
後
継
た
る
白
雪
姫
の
意
識
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。

義
理
や
捉
は
、
人
間
の
勝
手
づ
く
、
我
と
我
が
身
を
い
ま
し
め
の
縄
よ
。
：
：
：
鬼
、
畜
生
、
夜
叉
、
悪
鬼
、
毒
蛇
と
言
は
る
斗
私
が
身
に
、
袖
と
て
、
棲

と
て
、
懸
路
を
塞
い
で
、
遮
る
雲
の
一
重
も
な
い
！
（

gm）

い
の
ち

義
理
も
仁
義
も
心
得
て
、
長
生
き
し
た
く
ば
勝
手
に
お
し
。
：
：
：
生
命
の
た
め
に
轡
は
棄
て
な
い
。
（

S
。）

諸
一
脚
、
諸
梯
は
知
ら
ぬ
事
、
天
の
御
罰
を
蒙
っ
て
も
、
白
雪
の
身
よ
、
朝
日
影
に
、
情
の
水
に
溶
く
る
は
嬉
し
い
。
五
種
は
粉
に
碑
け
よ
う
と
、
八
裂
に

か
す
か

さ
れ
よ
う
と
、
織
し
い
人
を
血
に
染
め
て
、
燃
え
あ
こ
が
る
斗
魂
は
、
幽
な
債
の
光
と
成
っ
て
も
、
剣
ケ
峰
へ
飛
ぱ
い
で
置
か
う
か
。
（

8
0）

白
雪
姫
の
意
識
は
、
激
し
い
恋
情
の
側
面
で
あ
る
と
同
時
に
確
実
に
恋
愛
至
上
主
義
に
裏
打
ち
き
れ
た
〈
自
由
〉
の
論
理
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
竹
風
が
「
沈



鐘
」
の
妖
精
界
を
「
自
由
な
る
轡
愛
」
の
世
界
と
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
憶
い
起
こ
す
の
だ
が
、

「
沈
鐘
」
で
は
個
人
主
義
的
自
由
の
象
徴
で
あ
っ
た
妖
精
界

を
、
鏡
花
は
そ
の
象
徴
性
を
幾
分
か
減
却
す
る
こ
と
で
恋
愛
至
上
主
義
的
自
由
の
世
界
に
転
化
さ
せ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
但
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、

い
げ
に
え

白
雪
姫
の
意
識
の
根
底
に
、
実
は
人
間
界
に
対
す
る
深
い
怨
恨
の
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
龍
神
の
犠
牲
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
池
に
入
水
し
た
里
の
処

女
白
雪
は
明
ら
か
に
白
雪
姫
の
前
身
で
あ
り
、
白
雪
姫
の
自
由
の
論
理
や
、
妖
精
界
と
人
間
界
と
の
対
立
構
図
は
、
そ
う
し
た
怨
念
を
基
盤
に
も
っ
と
み
て
よ

い
。
そ
し
て
百
合
も
白
雪
と
同
様
の
経
過
を
辿
っ
て
淵
の
主
に
な
る
の
で
あ
り
、

「
人
は
、
心
の
ま
ふ
に
活
き
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
8
印）

と
い
う
晃
も
ま
た

同
じ
論
理
の
側
に
立
つ
存
在
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
人
間
界
は
、
個
人
の
自
由
を
阻
害
す
る
も
の
、
社
会
的
束
縛
・
因
習
と
い
っ
た
形
を
と
っ
て
否
定
的
に
描
か
れ
る
。
代
議
士
穴
隈
鎖
蔵
は
晃
に

い
う

O
L
や
し
〈

有
も
園
の
た
め
に
は
、
妻
子
を
刺
殺
し
て
戦
争
に
出
る
と
云
ふ
が
、
男
児
た
る
も
の
の
本
分
ぢ
や
。
且
つ
我
が
園
の
精
神
ぢ
や
、
師
ち
武
士
道
ぢ
や
。
人

か
か
あ

一
晩
婚
々
を
牛
に
の
せ
る
の
が
、
然

ほ
ど
ま
で
情
な
い
か
。
（
毘
∞
）
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を
救
ひ
、
村
を
救
ふ
は
、
園
家
の
震
に
蓋
す
の
ぢ
や
。
我
が
園
の
た
め
に
査
す
の
ぢ
ゃ
。
園
の
た
め
に
壷
す
の
に
、

「
愛
」
と
い
う
個
人
的
事
象
に
対
し
「
園
家
」
と
い
う
社
会
的
事
象
を
重
大
事
と
し
て
も
ち
出
す
こ
の
論
理
は
、
そ
の
ま
ま
個
人
主
義
の
裏
返
し
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
沈
鐘
」
に
お
け
る
「
個
人
的
自
由
」
と
「
社
会
的
繋
縛
」
と
の
対
比
が
、
些
か
転
化
・
縮
少
さ
れ
な
が
ら
も
「
夜
叉
ケ
池
」
に
導
入

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
沈
鐘
」
以
外
の
要
素
に
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
は
簡
単
な
列
挙
に
留
め
る
。

一
、
「
近
江
園
輿
地
誌
略
」
に
よ
れ
ば
、
実
在
の
夜
叉
ケ
池
（
別
名
戸
羅
池
）
に
は
、
雨
を
降
ら
す
代
り
に
安
八
太
夫
な
る
富
者
の
娘
を
手
に
入
れ
た
龍
神
の

（

7
）
 

伝
説
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
夜
叉
ケ
池
」
の
内
容
と
類
似
す
る
。

二
、
結
末
の
洪
水
で
出
現
し
た
淵
の
名
「
鐘
ケ
淵
」
は
、
日
本
各
地
に
広
く
分
布
す
る
同
地
名
が
多
く
背
後
に
も
つ
沈
鐘
伝
説
に
依
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
旅
僧
学
園
に
諸
国
一
見
の
僧
の
位
置
を
見
、
晃
・
百
合
が
最
初
に
着
け
て
い
る
白
髪
の
量
の
趣
向
に
前
ジ
テ
後
ジ
テ
の
変
化
を
見
る
な
ら
ば
、
作
品
の
枠



組
に
能
の
様
式
が
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

鏡
花
は
、

「
沈
鐘
」
の
作
品
世
界
を
実
在
の
池
の
龍
神
伝
説
を
基
盤
と
し
て
移
行
さ
せ
、
そ
れ
を
古
来
よ
り
の
沈
鐘
伝
説
と
結
び
つ
け
る
一
方
、
全
体
の
枠

組
に
能
の
手
法
を
取
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
私
は
「
夜
叉
ケ
池
」
の
非
現
実
世
界
を
「
沈
鐘
」
と
の
関
連
で
八
妖
精
界
〉
と
呼
ん
で
き
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
性
格
及
び
鏡
花
の
用
例
か
ら
み
て

も
〈
魔
界
〉
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。
以
下
、
本
稿
で
は
鏡
花
戯
曲
に
お
け
る
非
現
実
世
界
を
、
ひ
と
し
く
〈
魔
界
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、

「
夜
叉
ケ
池
」
に
次
ぐ
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
「
紅
玉
」
（
一
幕
、
大
正
2
・
7
・
新
小
説
）
に
な
る
と
、
や
や
趣
が
異
な
っ
て
く
る
。

展
覧
会
に
落
選
し
た
画
工
が
登
場
、
酔
い
に
任
せ
て
そ
の
場
に
寝
込
む
。
続
い
て
登
場
し
た
あ
る
屋
敷
の
主
人
は
、
妻
と
若
い
男
と
の
恋
の
経
緯
を
侍
女
か

く

わ

か

く

し

ピ

胃

ト

ル

ら
聞
き
出
す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
夫
人
の
指
輪
を
烏
が
街
え
て
飛
去
っ
た
の
が
発
端
と
い
う
。
「
衣
兜
に
は
短
銃
が
あ
る
ぞ
」
と
言
い
つ
つ
主
人
は
屋
敷
に
入

る
。
以
前
か
ら
こ
れ
を
窺
っ
て
い
た
三
羽
の
烏
は
自
分
達
の
悪
戯
か
ら
起
っ
た
人
間
界
の
出
来
事
を
様
々
に
那
撒
批
評
す
る
。
舞
台
暗
転
。
一
人
残
っ
た
画
工

の
画
布
に
三
羽
の
烏
が
浮
か
び
出
る
。
凝
視
し
て
画
工
は
い
う
。

l
l
「
檎
か
、
其
と
も
実
際
の
奴
等
か
。
」

（

8
）
 

現
実
と
非
現
実
が
錯
綜
し
て
お
り
、
初
演
を
観
た
山
宮
允
の
評
を
借
り
れ
ば
「
能
り
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
」

「
異
貫
性
の
不
足
を
感
じ
」
さ
せ
、
些
か
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理
解
の
困
難
な
作
品
で
は
あ
る
が
、
画
工
の
位
置
な
ど
か
ら
推
せ
ば
、
舞
台
の
中
心
部
分
全
体
が
画
工
の
夢
の
世
界
と
考
え
ら
れ
、
三
羽
の
烏
は
一
面
に
お
い

て
、
現
実
に
不
満
を
抱
く
画
工
自
身
の
意
識
の
表
出
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
画
工
の
現
実
と
意
識
下
の
世
界
と
の
二
重
構
造
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。

「
紅
玉
」
は
「
夜
叉
ケ
池
」
ほ
ど
に
は
「
沈
鐘
」
の
影
響
が
顕
著
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
メ
ル
ヘ
ン
風
の
構
想
自
体
に
類
似
は
見
ら
れ
る
し
、
芸
術
的
に
失

や

み

敗
し
現
実
に
不
満
を
抱
く
画
工
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
類
似
し
、
彼
の
「
あ
ヘ
日
が
出
た
、
が
、
俺
は
暗
夜
だ
。
」
（
戸
）
と
い
う
寝
言
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
最
後
の

台
調
と
共
通
す
る
。
し
か
し
よ
り
本
質
的
な
点
と
し
て
、
一
ニ
羽
の
烏
の
世
界
と
指
輪
を
め
ぐ
る
人
間
違
の
世
界
と
に
「
沈
鐘
」
と
同
様
の
対
比
的
な
ニ
元
構
造

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
羽
の
烏
は
〈
魔
界
〉
の
替
属
の
ご
と
き
存
在
と
考
え
て
よ
い
。

全
体
を
画
工
の
夢
と
す
る
二
重
構
造
に
は
一
種
の
批
評
性
を
み
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
直
接
的
に
は
、
三
羽
の
烏
の
台
詞
に
人
間
界
に
対
す
る
批
評
が
窺
え

る

一
羽
の
烏
は
い
う
。



あ

ざ

や

か

い

の

ち

俺
た
ち
が
見
れ
ば
、
薄
暗
い
人
間
界
に
、
舷
し
い
虹
の
や
う
な
、
其
の
花
の
パ
ツ
と
咲
い
た
慮
は
鮮
麗
だ
。
な
、
家
を
忘
れ
、
身
を
忘
れ
、
生
命
を
忘

な

が

め

れ
て
咲
く
怪
し
い
花
ほ
ど
、
美
し
い
眺
望
は
な
い
。
（
中
略
）
人
間
の
黒
い
手
は
、
此
を
見
る
が
最
後
掴
み
散
ら
す
。
嘗
人
は
、
黄
色
い
手
袋
、
白
い
腕
飾

と
思
ふ
さ
う
だ
。
お
互
に
見
れ
ば
異
黒
よ
。
人
聞
が
見
て
、
俺
た
ち
を
黒
い
と
云
ふ
と
同
一
か
い
、
別
し
て
今
来
た
親
仁
な
ど
は
、
織
棒
同
然
、
腕
に
、

品
せ

火
の
舌
を
揚
め
て
吹
い
て
、
右
の
不
思
議
な
花
を
徴
塵
に
せ
う
と
苛
っ
て
居
る
わ
。
野
暮
め
が
な
。
は
て
、
見
て
居
れ
ば
締
麗
な
も
の
を
、
仇
花
な
り
と

も
美
し
く
咲
か
し
て
置
け
ば
可
い
事
よ
。
（
N
H
）

あ
る
む

色
に
は
、
轡
に
は
、
情
に
は
、
其
の
咲
く
花
の
二
人
を
除
け
て
、
他
の
人
間
は
大
概
風
だ
。
中
に
も
、
ぬ
し
と
云
ふ
も
の
は
な
、
主
人
と
云
ふ
も
の
は

あ

る

じ

あ

ら

し

つ

む

じ

か

ぜ

な
、
淵
に
棲
む
ぬ
し
、
峰
に
す
む
主
人
と
同
じ
で
、
此
が
暴
風
雨
よ
、
旋
風
だ
。
一
溜
り
も
な
く
吹
散
ら
す
。
あ
L
、
無
意
な
。
（
M
M
）

引
用
中
の
「
花
」
が
「
恋
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
台
調
は
極
め
て
恋
愛
至
上
主
義
的
な
論
理
を
も
ち
、
か
つ
人
間
界
に
恋
愛
に
お
け
る

自
由
は
な
い
、
と
批
評
す
る
。
事
実
、
屋
敷
の
夫
人
に
は
恋
の
破
局
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
魔
界
は
こ
こ
で
も
人
間
界
よ
り
優
位
の
立
場
に
あ
り
、
そ
の
「
恋
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愛
至
上
主
義
的
自
由
」
の
論
理
は
人
間
界
の
「
繋
縛
」
の
論
理
と
対
比
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
「
夜
叉
ケ
池
」
が
、
基
本
的
に
、
魔
界
の

優
位
性
と
主
人
公
の
魔
界
へ
の
移
行
と
い
う
形
で
し
か
批
評
の
方
法
を
も
ち
得
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
「
紅
玉
」
で
は
、
「
恋
愛
」
を
通
し
て
の
個
人
的
自
由
へ

の
志
向
と
、
そ
れ
を
束
縛
す
る
人
間
社
会
へ
の
批
評
と
が
、
よ
り
積
極
的
な
形
で
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
批
評
が
魔
界
か
ら
の
傍
観
的
な

形
に
終
始
し
、
し
か
も
結
局
は
画
工
の
夢
の
出
来
事
で
あ
る
と
い
う
作
品
構
造
自
体
は
、
必
ず
し
も
成
果
を
賀
し
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
点
、
次
の
「
海
神

別
荘
」
（
一
幕
、
大
正
2
・
U
・
中
央
公
論
）
で
は
対
比
的
設
定
と
意
図
が
よ
り
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。

時
、
現
代
。
莫
大
な
財
宝
と
引
換
え
に
心
な
い
父
親
に
よ
っ
て
海
に
沈
め
ら
れ
た
美
女
が
海
底
宮
殿
の
公
子
に
輿
入
れ
す
る
。
彼
女
は
一
旦
故
郷
に
帰
り
た

い
と
望
ん
で
漸
く
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
身
が
蛇
身
に
変
じ
た
こ
と
を
知
っ
て
戻
り
、
悲
し
み
の
余
り
公
子
に
自
分
を
殺
せ
と
い
う
。
し
か
し
剣
を
構
え
た
公
子

の
姿
に
向
っ
た
瞬
間
、
そ
の
気
高
さ
に
打
た
れ
、
故
郷
を
忘
れ
る
こ
と
を
約
し
、
終
生
を
誓
う
。

（

9
）
 

こ
の
作
品
は
明
ら
か
に
浦
島
伝
説
を
背
景
に
も
つ
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
先
に
略
述
し
た
「
近
江
園
輿
地
誌
略
」
に
見
た
ご
と
き
龍
神
伝
説
の
一
形
態

を
、
龍
神
の
側
を
舞
台
に
描
い
た
作
品
と
い
え
る
。
海
底
宮
殿
の
魔
界
と
陸
の
人
間
界
と
の
対
比
が
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
と
同
時
に
、
両
世
界
は
相
互
に
交
渉



を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
し
、
魔
界
と
人
間
界
と
の
聞
の
恋
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
こ
こ
で
は
じ
め
で
あ
ら
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
海
底
に
来
た
美
女
は
人
間
界
と
の

聞
に
明
ら
か
な
往
復
の
行
為
を
示
し
て
お
り
、
前
二
作
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
葛
藤
の
意
識
を
そ
こ
に
見
出
し
得
る
の
だ
が
、
但
し
そ
れ
は
、
魔
界
の
絶
対
的
優

位
性
と
い
う
設
定
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
海
神
別
荘
」
に
は
、
近
松
「
大
経
師
昔
暦
」
の
一
節
（
全
集
五

O
頁
四

i
一
O
行）、

及
び
西
鶴
「
好
色
五
人
女
」
巻
四
の
四
の
一
節
（
間
五
一
頁
四
J

一
三
行
）
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
後
者
に
関
し
て
は
公
子
に
次
の
ご
と
き
台
詞
が
あ
る
。

あ

は

れ

其
は
お
七
と
云
ふ
娘
で
せ
う
。
私
は
大
す
き
な
女
な
ん
で
す
。
御
覧
な
さ
い
。
何
魔
に
首
人
が
歌
き
悲
し
み
な
ぞ
し
た
の
で
す
か
。
人
に
惜
ま
れ
可
哀
が

ら
れ
て
、
女
そ
れ
自
身
は
大
満
足
で
、
自
若
と
し
て
火
に
焼
か
れ
た
。
得
意
想
ふ
ベ
し
で
は
な
い
の
で
す
か
。
何
故
其
が
刑
罰
な
ん
だ
ね
。
（
臼
1
日
N
）云

々
公
子
は
お
七
や
お
さ
ん
の
行
為
を
女
の
業
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
恋
に
す
べ
て
を
賭
し
て
死
ん
だ
こ
と
に
無
条
件
の
讃
美
を
贈
る
わ
け
で
、
つ
ま

と
こ
ろ
で
こ
れ
と
前
後
し
て
「
紅
玉
」
及
び
「
恋
女
房
」
（
大
正
2
・
U
・
作
品
集
『
恋
女
房
』
鳳
鳴
社
）
に
も
、
八
百
屋
お
七
に
関
す
る
語
が
出
る
。

鈴
ケ
森
で
も
、
此
の
薫
は
、
百
年
目
に
二
三
度
だ
っ
た
な
。
（
紅
玉

M
m）
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り
は
海
底
宮
殿
も
ま
た
明
確
な
恋
愛
至
上
主
義
の
上
に
成
立
し
て
お
り
、
人
間
界
は
こ
の
論
理
を
基
盤
に
否
定
さ
れ
批
評
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

鈴
ケ
森
の
お
仕
置
で
、
火
あ
ぶ
り
に
成
っ
た
時
、
あ
の
、
お
七
が
、
見
物
の
田
舎
者
を
怨
ん
だ
ら
う
か
。
何
の
未
練
な
、
怨
む
も
の
か
ね
。
（
恋
女
房
忌
印
）

こ
れ
ら
三
篇
が
、
同
じ
大
正
二
年
に
、
戯
曲
と
し
て
は
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
単
な
る
暗
合
と
し
て
看
過
で
き
ぬ
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
例
証
か
ら
、

「
夜
叉
ケ
池
」

「
紅
玉
」

「
海
神
別
荘
」
に
お
け
る
非
現
実
世
界
が
、
共
通
し
て
恋
愛
至
上
主
義
的
自
由
の
論
理
を
も
ち
、
か
つ
人
間

界
よ
り
一
方
的
に
優
位
を
占
め
、
そ
の
対
比
の
中
で
人
間
界
へ
の
批
評
が
試
み
ら
れ
る
と
い
う
基
本
的
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
で
き
る
。
ひ
と
し
く
「
沈
鐘
」
の
影

響
の
導
入
と
い
う
方
法
を
取
り
な
が
ら
、
し
か
も
作
品
形
態
を
変
化
さ
せ
つ
つ
書
き
継
い
で
ゆ
く
に
従
っ
て
、
鏡
花
は
そ
こ
に
彼
自
身
の
戯
曲
の
原
型
を
発
展

的
に
成
立
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
原
型
を
よ
り
明
確
な
も
の
に
す
る
と
共
に
、
日
本
の
古
伝
承
を
基
盤
と
す
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
た
名
作

が
、
次
に
述
べ
る
「
天
守
物
語
」
（
一
幕
、
大
正
6
・
9
・
新
小
説
）
で
あ
る
。



封
建
時
代
。
白
鷺
城
の
天
守
五
重
に
棲
む
美
し
い
妖
女
富
姫
の
許
へ
妹
分
の
亀
姫
が
や
っ
て
来
る
。
富
姫
は
土
産
に
城
主
の
白
鷹
を
奪
い
与
え
る
が
、
暫
く

し
て
図
書
之
助
と
名
の
る
若
侍
が
主
命
で
鷹
を
捜
し
に
登
っ
て
来
る
。
富
姫
は
再
び
来
る
こ
と
を
禁
じ
て
無
事
帰
す
が
、
図
書
之
助
は
途
中
で
灯
を
消
さ
れ
て

引
返
す
。

一
旦
は
怒
る
が
却
っ
て
彼
に
恋
心
を
覚
え
「
帰
し
た
く
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
富
姫
に
、
図
書
之
助
は
恋
情
を
感
じ
つ
つ
も
、
決
心
が
で
き
ぬ
と
暇

を
告
げ
、
富
姫
か
ら
記
念
の
児
を
受
け
て
帰
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
た
め
に
彼
は
秘
蔵
の
兜
を
盗
ん
だ
謀
返
人
と
さ
れ
、
討
手
に
追
わ
れ
て
逃
げ
戻
る
。
富
姫

（

m）
 

は
彼
と
共
に
獅
子
頭
に
隠
れ
る
が
獅
子
の
両
眼
を
突
か
れ
て
共
に
失
明
す
る
。
討
手
を
退
散
さ
せ
た
二
人
が
悲
歎
に
く
れ
て
い
る
と
、
近
江
丞
桃
六
な
る
老
彫

の
み

刻
師
が
現
わ
れ
、
撃
を
獅
子
の
眼
に
当
て
る
や
二
人
の
目
も
開
く
。

「
天
守
物
語
」
の
素
材
と
し
て
「
老
姐
茶
郡
が
あ
る
こ
と
は
村
松
定
孝
氏
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
「
播
州
姫
路
城
」
の
一
話
は

「
天
守
物
運
巴
に
極
め
て
類
似
し
、
そ
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
o

l

－
－
姫
路
城
主
の
児
姓
森
田
図
書
が
一
四
の
時
天
守
七
層
へ
登
る
と
、
三
四
、
五
の
気
高
い

女
が
お
り
、
図
書
に
印
と
し
て
兜
の
し
こ
ろ
を
与
え
た
。
図
書
が
戻
っ
て
城
主
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
城
主
の
兜
の
し
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
と
い
う
話
だ
が
、
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重
要
な
の
は
む
し
ろ
「
播
州
姫
路
城
」
が
「
天
守
物
語
」
に
移
行
す
る
過
程
で
鏡
花
が
創
作
に
よ
り
新
た
に
添
加
し
た
部
分
と
い
え
よ
う
。
そ
の
う
ち
主
要
な

点
を
列
挙
す
る
と
、
第
一
に
、
天
守
の
妖
女
と
若
侍
と
の
年
令
差
を
縮
少
し
両
者
に
恋
愛
関
係
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
。
第
二
に
、
妖
女
と
城
主
と
を
対
立
関
係

に
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
明
確
な
対
比
に
基
づ
い
て
設
定
す
る
と
共
に
、
中
間
存
在
と
し
て
図
書
之
助
を
配
置
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
若
侍
が
人
間
界
に

（ロ）

戻
る
結
末
を
、
最
終
的
に
魔
界
へ
移
行
す
る
形
に
改
変
し
た
こ
と
。
第
四
に
、
獅
子
頭
を
要
所
に
据
え
る
こ
と
で
魔
界
に
劇
的
な
奥
行
き
を
添
加
し
た
こ
と
。

以
上
回
点
の
う
ち
、
は
じ
め
の
三
点
に
「
沈
鐘
」
の
構
想
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
的
に
「
夜
叉
ケ
池
」
と
一
部
連
関
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

「
天
守
物
語
」
に
お
け
る
二
つ
の
世
界
は
同
一
空
間
に
お
け
る
上
下
関
係
と
し
て
設
定
さ
れ
、
か
つ
利
害
的
に
も
対
立
し
、
こ
の
点
で
「
沈
鐘
」
の
設
定
と

効
果
と
を
兼
備
す
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
相
当
す
る
図
書
之
助
に
は
明
ら
か
な
往
復
の
行
為
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
ハ
イ

ン
リ
ヒ
と
同
一
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
富
姫
に
対
す
る
恋
情
と
、
封
建
的
主
従
関
係
や
現
世
へ
の
未
練
と
の
聞
の
菖
藤
が
見
て
と
れ
る

0

・
｜
｜
「
迷
ひ
ま
し
た
、

姫
君
。

殿
に
金
織
の
我
が
心
も
、
波
打
つ
ば
か
り
悩
凱
を
い
た
し
ま
す
。
が
、
決
心
が
出
来
ま
せ
ん
。
」
（
怠
品
）
と
い
う
台
詞
は
こ
れ
を
端
的
に
示
す
も
の
で



ま
ず
、
時
代
設
定
は
「
不
詳
。

「
沈
鐘
」
の
基
本
構
造
を
基
本
的
に
で
は
あ
っ
て
も
は
じ
め
て
完
備
し
た
作
品
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
封
建
時
代
。
」
と
あ
る
。
即
ち
限
定
さ
れ
た
時
代
・
年
代
は
問
題
で
な
く
、
鏡
花
の
関
心
は
「
封
建
時
代
」
と
い
う

あ
る
。
か
く
て
「
天
守
物
語
」
は
、

一
点
に
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
作
品
中
に
み
ら
れ
る
封
建
的
束
縛
へ
の
批
判
と
当
然
関
連
す
る
。
次
は
、
図
書
之
助
が
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
と
聞
い
た
富
姫

と
図
書
之
助
と
の
対
話
で
あ
る
。

夫
人

を

ち

ど

お

ほ

何
、
鷹
を
そ
ら
し
た
、
其
の
越
度
、
其
の
罪
過
、
あ
与
人
間
と
云
ふ
も
の
は
不
思
議
な
径
を
被
せ
る
も
の
だ
ね
。
（
略
）

い
の
ち

主
と
家
飛
で
ご
ざ
い
ま
す
。
仰
せ
の
ま
斗
生
命
を
さ
し
出
し
ま
す
の
が
臣
た
る
道
で
ご
ざ
い
ま
す
。

圃
書

夫
人

其
の
道
は
曲
っ
て
居
ま
せ
う
。
間
違
っ
た
い
ひ
っ
け
に
従
ふ
の
は
、
主
人
に
間
違
っ
た
道
を
踏
ま
せ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

け
れ
ど
も
、
鷹
が
そ
れ
ま
し
た
。

お
そ
ろ

あ
ヘ
主
従
と
か
は
可
恐
し
い
。
鷹
と
あ
の
人
間
の
生
命
と
を
取
か
へ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
（
お
ω）

封
建
的
倫
理
に
対
す
る
富
姫
の
批
判
は
明
白
だ
が
、
き
ら
に
、
「
賀
、
あ
る
も
の
は
、
人
間
ほ
ど
不
肖
由
で
は
な
い
の
」
（
台
∞
）
と
い
っ
た
宮
姫
の
台
詞
を
考
え

合
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
単
な
る
封
建
倫
理
批
判
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
の
形
式
倫
理
や
社
会
的
束
縛
に
対
す
る
普
遍
的
な
批
判
を
、
そ
の
典
型
た
る
封
建

制
を
借
り
る
こ
と
で
表
現
し
た
の
だ
と
理
解
し
て
よ
い
。
天
守
下
の
武
士
達
が
「
沈
鐘
」
に
お
け
る
僧
以
下
の
村
人
達
に
照
応
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

い
の
ち

白
銀
、
黄
金
、
珠
、
珊
瑚
、
千
石
高
石
の
知
行
よ
り
、
私
が
身
を
捧
げ
ま
す
。
腹
を
切
ら
せ
る
殿
様
の
か
は
り
に
、
私
の
心
を
差
上
げ
ま
す
、
私
の
生
命

圃
書

夫
人
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（
中
略
）
前
世
も
後
世
も
要
ら
な
い
が
、
せ
め
て
短
う
し
て
居
た
う
ご
ざ
ん
す
。
（
色
。
）

右
の
ご
と
き
富
姫
の
台
詞
に
は
、
前
述
の
戯
曲
と
ひ
と
し
く
恋
愛
至
上
主
義
の
意
識
が
感
得
さ
れ
る
が
、
同
時
に
彼
女
に
は
、

を
あ
げ
ま
せ
う
。
貴
方
お
帰
り
な
さ
い
ま
す
な
。
（
お
酔
）

ち
と
せ
色
も
と
せ

：
・
：
千
歳
百
歳
に
唯
一
度
、
た
っ
た
一
度
の
織
だ
の
に
。

「
夜
叉
ケ
池
」
の
白
雪
姫
同

様
、
前
世
に
お
け
る
非
業
の
死
に
関
わ
る
人
間
界
へ
の
怨
念
が
背
後
に
あ
る
こ
と
を
見
落
と
せ
な
い
。
獅
子
頭
の
由
来
に
ま
つ
わ
る
落
人
の
貴
夫
人
の
死
は
富

姫
の
前
身
を
暗
示
し
て
お
り
、
天
守
の
魔
界
と
人
間
界
と
の
対
立
構
図
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
る
。
通
観
す
れ
ば
、
「
夜
叉
ケ
池
」
の
白
雪
姫
・
百
合
、

「
天
守
物
語
」
の
富
姫
は
、
と
も
に
現
世
に
お
け
る
非
業
の
死
を
通
過
す
る
こ
と
で
魔
界
の
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
主
人
の
ピ
ス
ト

「
海
神
別
荘
」
の
美
女
、



ル
に
よ
っ
て
死
に
至
る
と
予
想
さ
れ
る
「
紅
玉
」
の
夫
人
は
、
ま
さ
に
魔
界
直
前
の
存
在
と
い
っ
て
よ
い
。
や
や
対
立
性
を
弱
め
た
形
で
萩
原
晃
や
図
書
之
助

も
同
様
に
扱
え
よ
う
。
彼
等
は
す
べ
て
現
世
を
棄
て
た
人
間
達
で
あ
っ
て
、
そ
の
現
世
棄
却
自
体
が
す
で
に
痛
烈
な
批
評
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ラ
ウ
テ
ン
デ

ラ
イ
ン
の
腕
の
中
で
迎
え
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
終
局
と
連
繋
す
る
側
面
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
富
姫
の
怨
念
が
単
に
城
主
個
人
へ
の
復
讐
劇
に
終
ら

ず
、
普
遍
的
批
評
の
形
態
を
み
せ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
四
篇
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
を
概
観
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
は
鏡
花
に
身
近
な
素
材
を
作
品
基
盤
と
し
て
「
沈
鐘
」
の
影
響
を
導
入
し
つ
つ
も
、
そ
の
象
徴

的
深
み
に
達
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
鏡
花
は
、
現
実
と
非
現
実
と
を
対
比
的
二
元
的
に
設
定
し
、
非
現
実
世
界
の
優
位
性
を
基
盤
と
し
て
相
対
的

に
現
実
を
批
評
す
る
と
い
う
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
l
を
獲
得
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
「
恋
愛
」
で
は
あ
っ
て
も
、
個
人
的
自
由
と
現
実
的
社
会
的

束
縛
と
の
相
魁
の
問
題
に
確
実
に
触
れ
得
て
い
る
の
だ
。
鏡
花
は
「
沈
鐘
」
か
ら
か
か
る
視
座
と
万
法
を
獲
得
し
、
新
た
な
作
品
世
界
を
創
造
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
鏡
花
の
「
沈
鐘
」
理
解
の
形
だ
っ
た
。
再
構
成
の
方
法
だ
っ
た
。

次
に
、
八
魔
界
〉
の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。
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八
魔
界
〉
に
共
通
す
る
属
性
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
で
き
る
。

一
、
死
を
通
過
し
た
世
界
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
中
心
存
在
が
現
世
で
悲
劇
的
死
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
。

二
、
擬
人
化
さ
れ
た
動
植
物
が
管
属
と
し
て
登
場
し
、
人
聞
が
動
物
に
変
身
す
る
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
こ
と
。

三
、
恋
愛
至
上
主
義
の
論
理
と
恋
の
成
就
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
り
、
そ
の
中
心
存
在
が
人
間
界
へ
の
対
立
意
識
の
一
方
で
特
定
の
人
間
に
対
し
庇
護
も
し
く
は
救

済
の
意
識
を
も
つ
こ
と
。

こ
れ
ら
の
属
性
を
、
先
行
の
幻
想
小
説
、
例
え
ば
「
龍
漕
諦
」
「
高
野
聖
」
「
き
白
人
＼
川
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
幻
想
世
界
と
比
較
す
る
と
、
多
分
に
共
通
す

る
要
素
が
あ
り
、
前
後
関
係
に
即
し
て
い
え
ば
、
魔
界
は
上
記
の
幻
想
世
界
を
継
承
し
た
と
い
え
る
。
と
同
時
に
、

k
述
三
点
の
属
性
の
う
ち
の
幾
っ
か
が
、



（日）

小
説
の
幻
想
世
界
に
共
通
し
て
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
第
一
に
「
死
後
の
世
界
」
の
属
性
が
欠
如
し
て
い
る
し
、
さ
ら
に
、
論
理
的
基

盤
た
る
「
恋
愛
雨
上
主
義
」
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
幻
想
世
界
の
女
達
に
は
「
現
世
に
お
け
る
悲
劇
的
死
」
と
い
う
過
去
が
欠
落
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の

要
素
は
「
沈
鐘
」
影
響
下
の
戯
曲
に
至
っ
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
為
に
は
、
作
品
に
み
ら
れ
る
鏡
花
の
現
実
認
識
を
分
析
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
実
を
舞
台
と
す
る
鏡
花
小
説
の
多
く
が
悲
劇
的
恋
愛
を
主
題
と
す
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
鏡
花
の
現
実
認
識
は
多
く
恋
愛
を
通
し
て
把
握
さ
れ
、
し
か

も
極
め
て
悲
観
的
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
説
的
に
い
え
ば
女
主
人
公
た
ち
の
恋
は
、
現
実
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
と
表
裏
に
お
い
て
死
に
よ
っ
て
の
み

成
就
す
る
の
で
あ
り
、
死
は
一
面
救
済
で
も
あ
る
の
だ
が
、
遣
り
場
の
な
い
敗
北
感
を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
に
は
前
述
の
幻
想
小
説
の
系
列
が

あ
る
の
だ
が
、
そ
の
幻
想
世
界
は
い
わ
ば
こ
う
し
た
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
か
ら
逃
避
し
た
世
界
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
と
ま
た
別
に
、
現
実
の
悲
劇
を
直
接
反
映
し
た
形
で
出
現
す
る
非
現
実
の
世
界
が
あ
る
。
「
註
文
帳
」
「
白
鷺
」
等
、
鏡
花
の
所
謂
「
理
由
の

あ
る
怪
談
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
幽
霊
」
は
、
恋
愛
の
悲
劇
的
結
末
を
超
え
て
確
実
に
救
済
の
姿
を
示
す
の
だ
が
、
そ
こ
に
も
現
世
へ
の
敗
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北
感
は
免
れ
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
私
た
ち
は
、
小
説
の
幻
想
世
界
に
欠
落
し
て
い
た
魔
界
の
属
性
の
幾
っ
か
が
、
む
し
ろ
こ
の
「
理
由
の
あ
る
怪
談
」
の
性
格

に
近
い
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
魔
界
と
は
現
世
の
悲
劇
の
彼
岸
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
敗
者
の
救
済
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
現
世
へ
の
怨
念
を
内
に
秘

め
る
者
た
ち
の
存
在
領
域
で
も
あ
り
、
そ
の
図
式
は
、
自
由
の
論
理
や
人
間
界
と
の
対
立
の
そ
れ
で
あ
る
。
魔
界
は
、
幻
想
小
説
の
幻
想
世
界
を
基
本
的
地
盤

と
し
、
そ
こ
に
現
実
認
識
に
基
づ
く
反
現
実
の
論
理
を
添
加
す
る
こ
と
で
新
た
に
創
造
さ
れ
た
別
空
間
と
い
え
る
。

此
岸
か
ら
彼
岸
へ
、
と
い
う
敗
北
の
論
理
で
な
く
、
彼
岸
か
ら
此
岸
へ
と
論
理
の
方
向
を
転
換
す
る
こ
と
で
、
魔
界
は
確
実
に
現
実
批
評
の
方
法
を
獲
得
す

「
観
念
小
説
」
を
は
じ
め
と
す
る
鏡
花
小
説
の
多
く
が
現
実
へ
の
敗
北
を
悲
劇
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
自
体
の
も
つ
逆
説
的
な
批
評
性
と
は
確

実
に
異
質
で
あ
る
。
こ
の
視
点
の
転
換
は
、
現
実
と
非
現
実
を
同
一
空
間
に
併
存
さ
せ
、
非
現
実
に
視
座
を
据
え
つ
つ
こ
れ
ら
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
生
み
出

る
。
そ
れ
は

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
視
座
を
鏡
花
に
与
え
た
も
の
こ
そ
「
沈
鐘
」
の
構
想
で
あ
り
個
人
主
義
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
設
定
さ
れ

た
舞
台
に
視
座
を
固
定
せ
ざ
る
を
得
ぬ
演
劇
形
式
を
以
て
し
て
は
じ
め
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
、

「
沈
鐘
」
の
費
し
た
も
の
は
多
大
で
あ
っ



た。
以
上
が
四
篇
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
に
み
る
「
沈
鐘
」
の
影
響
の
概
略
だ
が
、
影
響
は
こ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
以
下
の
二
篇
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
「
山
吹
」

「
多
神
教
」
に
も
、
や
や
異
な
っ
た
形
で
認
め
ら
れ
る
。

四

「
山
吹
」
（
一
幕
二
場
、
大
正
ロ
・

6
・
女
性
改
造
）
の
梗
概
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

温
泉
に
逗
留
中
の
画
家
は
散
歩
の
途
中
、
婚
家
か
ら
逃
れ
て
来
た
と
い
う
夫
人
に
出
会
い
、
仮
の
夫
婦
に
な
っ
て
く
れ
と
懇
願
さ
れ
る
。
し
か
し
彼
が
拒
絶

し
た
た
め
絶
望
し
た
夫
人
は
、
居
合
わ
せ
た
老
人
形
使
に
何
で
も
望
み
を
叶
え
る
こ
と
を
約
し
、
老
人
の
望
む
俸
に
彼
の
身
体
を
打
つ
。
画
家
は
見
兼
ね
て
制

す
る
が
、
老
人
は
、
過
去
の
罪
障
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
に
は
美
し
い
女
に
折
樟
さ
れ
る
以
外
な
く
、
今
後
も
夫
人
の
折
濫
を
受
け
た
い
と
語
る
。
承
諾
し
た

夫
人
は
、
画
家
が
自
分
の
初
恋
の
人
で
あ
る
と
告
白
し
た
の
ち
、
そ
の
場
で
老
人
と
婚
礼
の
儀
式
を
挙
げ
、

「
世
間
へ
、
よ
ろ
し
く
。
：
：
：
然
や
う
な
ら
」
と
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告
げ
て
老
人
と
共
に
山
中
に
消
え
る
。
舞
台
は
一
人
残
さ
れ
た
画
家
の
次
の
台
詞
で
閉
じ
る
o
i
l－
「
う
む
、
魔
界
か
な
、
此
は
、
は
て
な
、
夢
か
、
い
や
現

賞
だ
。
｜
｜
え
L
、
お
れ
の
身
も
、
お
れ
の
名
も
棄
て
よ
う
か
。
い
や
、
仕
事
が
あ
る
。
」

鯉
の
死
骸
に
我
が
身
を
響
え
る
夫
人
の
絶
望
感
は
、
恋
情
を
秘
め
た
最
後
の
願
い
を
画
家
に
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
で
決
定
的
と
な
る
。
こ
の
と
き
老
人
が
死
骸

を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
結
末
を
暗
示
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
老
人
が
「
魔
の
如
し
」
（
臼
∞
）
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
死
を
覚
悟

し
た
夫
人
と
共
に
彼
の
行
こ
う
と
す
る
世
界
が
、
す
で
に
み
た
八
魔
界
V
と
ほ
ぼ
等
し
い
世
界
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
測
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
現
実
に
対
す
る

夫
人
の
憎
悪
・
諦
念
と
、
老
人
の
罪
障
滅
却
の
望
み
と
は
、
現
世
を
超
え
た
〈
魔
界
〉
に
お
い
て
合
致
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
二
人
の
婚
礼
の
儀
式
は

極
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。
二
人
が
腐
っ
た
鯉
を
食
す
る
こ
と
は
、
両
人
の
同
類
意
識
の
確
認
で
あ
る
と
共
に
、
日
常
世
界
の
棄
却
、
現
世
へ
の
告
別
の
儀
式
で

あ
り
、

「
死
」
の
通
過
に
類
似
し
た
意
味
を
も
っ
。
少
な
く
と
も
二
人
は
こ
の
常
軌
を
却
し
た
行
為
に
よ
っ
て
確
実
に
日
常
的
現
実
か
ら
遊
離
し
た
存
在
と
な

る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
こ
に
、
芸
能
者
も
し
く
は
漂
泊
者
と
し
て
の
非
日
常
世
界
を
二
重
映
し
に
し
て
も
よ
い
。



「
日
一
那
様
」
「
奥
方
様
L

と
夫
人
を
呼
び
、
彼
女
を
背
に
腰
掛
け
さ
せ
て
「
馬
に
成
っ
て
お
供
を
す
る
だ
よ
。
」
（
印
ω
戸
）
と
い
う
老
人
は
、
魔
界
の
替
属
の
位

置
に
あ
り
、
従
っ
て
二
人
の
婚
姻
は
「
沈
鐘
」
に
お
け
る
ラ
ウ
テ
ン
デ
ラ
イ
ン
と
池
の
精
ニ
ッ
ケ
ル
マ
ン
と
の
そ
れ
に
近
い
性
格
を
も
っ
。
老
人
の
目
に
は

「
美
女
で
以
て
夜
叉
羅
利
の
や
う
」
で
い
て
「
天
人
、
女
神
を
其
の
ま
与
に
、
掌
く
美
し
く
」
（
印
N
品
）
映
る
夫
人
は
、
白
雪
姫
・
富
姫
同
様
、
魔
界
の
中
心
的

存
在
た
る
美
女
の
位
置
を
担
う
の
で
あ
る
。

現
世
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
女
の
行
く
場
所
が
魔
界
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
老
人
の
罪
に
よ
っ
て
死
に
至
っ
た
美
し
い
女
｜
｜
彼
女
は
老
人
に
よ
っ
て
天
人
や

鯉
に
番
え
ら
れ
る
ー
ー
は
魔
界
の
女
と
同
質
で
あ
り
、
彼
女
の
代
り
に
老
人
を
打
つ
夫
人
は
、
自
身
が
現
世
に
敗
北
し
怨
恨
を
抱
き
つ
つ
死
を
覚
悟
し
て
い
る

点
で
、
ま
さ
に
そ
の
女
と
同
化
す
る
の
で
あ
る
。
夫
人
と
老
人
の
行
く
手
に
あ
る
の
は
も
う
魔
界
だ
け
だ
。
「
世
間
へ
、
よ
ろ
し
く
じ
と
い
う
夫
人
の
最
後
の

言
葉
は
、
ま
さ
し
く
現
世
へ
の
訣
別
の
辞
な
の
で
あ
る
。

一
方
、
画
家
は
、
ト
書
き
の
多
く
が
共
通
し
て
彼
の
冷
静
さ
を
描
出
す
る
よ
う
に
、
世
事
へ
の
介
入
を
拒
む
知
識
人
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
彼
が
共
に
帰
る

以
外
自
分
の
覚
悟
は
変
ら
ぬ
と
い
う
夫
人
に
対
し
、
彼
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
し
か
術
を
知
ら
な
い
。

是
非
善
悪
は
、
さ
て
置
い
て
、
そ
れ
は
今
、
私
に
決
心
が
着
き
か
ね
ま
す
。
卑
怯
に
回
避
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
自
分
の
仕
事
が
忙
し
い
。
い

ま
分
別
を
し
て
い
る
除
裕
が
、
｜
｜
人
間
の
小
さ
い
た
め
に
、
お
恥
か
し
い
が
出
来
な
い
の
で
す
。
（
日
出
）

こ
れ
は
前
引
の
図
書
之
助
の
台
詞
と
共
通
し
、
明
ら
か
に
葛
藤
の
意
識
を
示
す
も
の
だ
が
、
図
書
之
助
と
異
な
る
の
は
彼
が
現
世
に
留
ま
る
点
だ
。
最
後
の

台
詞
「
え
斗
、
お
れ
の
身
も
、
お
れ
の
名
も
棄
て
よ
う
か
。
い
や
、
仕
事
が
あ
る
。
」
は
、
彼
が
結
局
現
実
を
捨
て
得
ぬ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

「
仕
事
」
と
は
、
夫
人
の
所
調
「
世
間
」
と
同
様
、
「
日
常
的
現
実
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
彼
は
魔
界
の
入
口
か
ら
再
び
現
実
に
引
返
す
こ
と
に
な
る
。

現
実
を
捨
て
得
ぬ
点
で
、
画
家
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
現
実
的
一
面
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
結
局
は
妖
精
界
と
人
間
界
の
中
間
で
悲
劇
的
死
を

避け、

一
方
前
述
し
た
四
戯
曲
の
主
人
公
が
す
べ
て
現
実
を
捨
て
魔
界
に
移
行
す
る
（
も
し
く
は
そ
れ
が
予
期
さ
れ
る
）
と
い
う
比
較
に
限
っ
て
い
え
ば
、
画

家
は
む
し
ろ
最
も
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
近
く
、
も
は
や
魔
界
は
人
間
界
に
対
し
て
絶
対
的
優
位
性
を
失
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
鏡
花
自
身
を
包
含
す
る
日

常
的
現
実
に
対
す
る
新
た
な
認
識
で
あ
り
、
日
常
世
界
と
彼
岸
の
世
界
と
の
隔
絶
の
意
識
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
鏡
花
は
二
つ
の
世
界
を
客
観
的
に
対
比
す
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る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
及
び
人
間
の
内
質
を
描
き
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
山
吹
」
は
、
「
沈
鐘
」
の
も
つ
思
想
性
を
鏡
花
の
方
法
の
中
で
回
暢
し

つ
つ
、
独
自
の
認
識
に
基
づ
く
作
品
世
界
を
構
築
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
。

最
後
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
は
「
多
神
教
」
（
一
幕
、
昭
和
2
・
3
・
文
芸
春
秋
）
で
あ
る
。

時
、
現
代
。
美
濃
・
三
河
国
境
の
白
寮
権
現
の
社
の
森
で
、
薄
情
な
男
を
呪
い
殺
そ
う
と
丑
の
時
参
り
を
続
け
て
い
た
お
津
は
、
満
願
の
日
に
神
官
や
里
人

ひ
め
が
み

に
発
見
さ
れ
、
様
々
に
責
め
苛
ま
れ
る
。
そ
の
時
社
殿
の
扉
が
聞
き
美
し
い
媛
神
が
現
わ
れ
、
お
揮
に
魔
の
矢
を
与
え
て
本
望
を
遂
げ
き
せ
る
。
一
方
神
官
や

ふ
く
ろ
う

里
人
は
巣
に
変
身
し
は
じ
め
る
。
時
あ
た
か
も
丑
の
上
刻
、
大
空
に
幽
か
な
楽
の
音
が
聞
え
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
神
官
や
里
人
が
「
沈
鐘
」
の
僧
以
下
の
村
人
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（

Mm
）

よ

ζ

し
ま

っ
て
魔
界
に
繋
が
っ
て
い
る
。
魔
界
が
、
自
ら
を
「
邪
な
神
」
と
呼
ぶ
媛
神
を
中
心
と
す
る
世
界
で
あ
る
こ
と
は
無
論
で
あ
る
。
お
揮
自
身
、
媛
神
に
類
似
す

（
時
）

る
要
素
を
備
え
て
お
り
、
こ
の
点
で
彼
女
は
「
夜
叉
ケ
池
」
の
百
合
の
位
置
に
近
い
。

「
石
垣
を
堅
め
る
た
め
に
、
人
柱
と
成
っ
て
、
活
き
な
が
ら
壁
に
塗
ら
れ
、
堤
を
築
く
の
に
埋
め
ら
れ
、
五
穀
の
み
の
り
の
た
め
の
犠
艇
と

一
方
お
津
は
丑
の
時
参
り
の
呪
術
に
よ

一
方
媛
神
は
、

し
て
、
組
に
載
せ
ら
れ
た
」
（

S
∞
）
者
達
の
同
類
で
あ
り
、
「
夜
叉
ケ
池
」
の
白
雪
姫
に
極
め
て
近
い
存
在
で
あ
る
。

こ
の
発
想
を
敷
桁
す
れ
ば
、
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既
述
し
た

戯
曲
の
主
人
公
達
は
す
べ
て
、
人
間
の
あ
る
い
は
社
会
の
形
式
秩
序
や
因
習
・
俗
性
に
捧
げ
ら
れ
た
犠
牲
者
た
ち
で
あ
り
、
従
っ
て
魔
界
は
、
彼
ら
社
会
の
犠

牲
た
ち
が
「
死
」
を
通
過
す
る
こ
と
で
形
成
し
た
〈
反
人
間
界
〉
の
世
界
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

現
世
で
本
望
を
遂
げ
る
た
め
、
お
揮
は
魔
界
に
移
行
は
し
な
い
が
、
彼
女
に
よ
る
恋
ゆ
え
の
殺
人
は
魔
界
の
恋
愛
至
上
主
義
的
論
理
を
基
盤
と
し
た
行
為
で

あ
り
、
個
人
の
情
念
の
自
由
に
基
づ
く
殺
人
を
許
容
す
る
こ
と
で
鏡
花
は
社
会
秩
序
に
痛
烈
な
批
評
を
浴
び
せ
よ
う
と
す
る
。
心
情
面
に
お
け
る
極
端
な
個
人

主
義
的
発
想
と
い
っ
て
よ
い
。
魔
界
は
、
個
人
の
情
念
の
自
由
を
確
実
に
保
証
す
る
世
界
な
の
だ
。

戯
曲
創
作
に
み
る
鏡
花
の
批
評
の
意
識
性
は
、
「
山
吹
」
を
頂
点
と
し
て
既
述
の
作
品
群
に
発
展
的
に
認
め
ら
れ
る
が
、
「
多
神
教
」
で
は
作
中
の
「
備
考
」

に
そ
れ
を
極
め
て
明
瞭
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
援
神
に
よ
っ
て
神
官
・
里
人
が
巣
に
変
身
し
は
じ
め
る
場
面
で
、
鏡
花
は
、
〔
備
考
、
此
の
時
、
看
客
或
は

供
笑
す
ベ
し
。
敢
て
煩
は
し
と
せ
ず
。
〕
（
。
ω
品
）
と
記
す
。
そ
の
あ
と
馬
が
巣
の
鳴
戸
を
す
る
の
で
媛
神
が
た
し
な
め
る
と
馬
は
高
く
噺
く
の
だ
が
、
こ
こ
で
再



び
備
考
と
し
て
、
〔

l
l此
の
時
、
看
客
の
笑
聾
或
は
静
ま
ら
む
。
然
ら
ん
に
は
、
此
の
戯
曲
な
か
ば
成
功
た
る
べ
し
。
〕
と
記
し
て
い
る
。
実
際
の
上
演
に
お

け
る
効
果
は
措
く
と
し
て
、
鏡
花
の
意
図
は
舞
台
空
間
に
お
け
る
人
間
の
価
値
低
下
が
観
客
自
身
の
価
値
低
下
に
繋
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
客
自
ら
が
批
評

の
意
味
を
自
覚
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
観
客
を
批
評
の
対
象
と
し
て
認
識
し
た
鏡
花
が
そ
こ
に
は
い
た
の
で
あ
る
。
「
沈
鐘
」
影
響
下
の
戯

曲
が
、
舞
台
空
間
に
非
現
実
世
界
を
設
定
し
、
そ
の
視
座
か
ら
批
評
を
投
げ
か
け
る
観
客
席
と
は
、
あ
る
い
は
〈
人
間
界
〉
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

（

η）
 

と
こ
ろ
で
「
多
神
教
」
の
素
材
と
し
て
謡
曲
「
鉄
輪
」
を
指
摘
す
る
の
は
妥
当
だ
ろ
う
。
と
も
に
男
へ
の
怨
み
を
丑
の
時
参
り
で
晴
ら
そ
う
と
す
る
女
の
執

念
を
描
く
点
を
は
じ
め
、
満
願
の
日
と
い
う
設
定
、
神
官
の
位
置
、
女
が
共
に
河
を
渡
っ
て
社
に
詣
で
る
点
な
ど
、
幾
つ
か
の
類
似
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を

踏
え
た
上
で
、
両
者
が
正
反
対
の
結
末
を
も
つ
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
呪
起
の
不
成
就
に
終
る
「
鉄
輪
」
の
結
末
を
、
鏡
花
は
、
情
念
の
自
由
を
保

証
す
る
魔
界
の
論
理
に
よ
っ
て
成
就
す
る
形
に
改
変
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
鏡
花
の
批
評
が
あ
る
。

い
け
K
え

お
揮
を
能
に
お
け
る
前
ジ
テ
と
す
れ
ば
、
現
世
に
お
い
て
犠
牲
と
な
り
、
か
っ
、
お
津
の
怨
み
を
晴
ら
さ
せ
る
媛
神
は
、
そ
の
後
ジ
テ
の
役
割
を
演
ず
る
の

で
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
現
世
に
敗
滅
し
非
業
の
死
を
遂
げ
た
者
た
ち
は
、

八
魔
界
〉
と
は
、
現
世
の
悲
劇
と
死
を
超
え
た
後
ジ
テ
の
世
界
と
い
え
る
の
だ
。
夢
幻
能
が
非
現
実
の
空
間
を
も
っ
演
劇
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
死
」
を
通
過
す
る
こ
と
で
後
ジ
テ
へ
と
変
貌
す
る
。
こ
の
意
味
で
戯
曲
に
お
け
る
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「
沈
鐘
」

影
響
下
の
こ
れ
ら
の
戯
曲
が
す
べ
て
一
幕
も
の
で
あ
る
事
実
も
、
謡
曲
と
の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

明
治
か
ら
昭
和
に
及
ぶ
多
様
な
文
学
界
の
中
で
、
唯
一
特
異
な
浪
漫
的
文
学
の
孤
塁
を
守
っ
た
泉
鏡
花
の
作
品
は
、
確
か
に
そ
の
存
在
自
体
が
ひ
と
つ
の
批

評
で
は
あ
る
。
先
に
み
た
六
篇
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
が
、
そ
う
し
た
特
異
な
美
を
構
築
す
る
一
方
で
我
々
に
投
げ
か
け
て
く
る
批
評
は
、
し
か
し
こ
れ
と
は
意

味
を
異
に
す
る
。

「
愛
」
を
主
体
と
す
る
情
念
を
究
極
的
基
盤
と
し
て
、
個
人
の
自
由
を
現
実
社
会
と
対
比
さ
せ
て
み
る
と
い
う
構
図
は
、
文
学
的
出
発
の
当
初
か
ら
鏡
花
の

方
法
の
基
本
に
あ
っ
た
。
し
か
し
「
沈
鐘
」
を
契
機
と
し
、
演
劇
と
い
う
表
現
形
式
を
通
じ
て
、
鏡
花
は
そ
こ
に
批
評
を
帯
び
た
論
理
性
を
付
与
す
る
に
至
っ

て
お
り
、
各
作
品
の
創
作
過
程
に
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
確
実
な
発
展
経
路
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
情
念
の
自
由
な
解
放
が
浪
漫



主
義
の
最
大
の
本
質
と
す
れ
ば
、
鏡
花
作
品
の
浪
漫
性
の
基
盤
も
こ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
既
述
の
各
戯
曲
に
お
け
る
そ
れ
が
、
〈
批
評
を
内

在
さ
せ
た
浪
漫
性
V
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
従
来
の
鏡
花
認
識
と
は
ま
た
別
の
、
新
た
な
鏡
花
像
を
私
は
そ
こ
に
見
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

T注

「
公
孫
樹
下
」
（
大
正

2
・
4
・
台
湾
愛
国
婦
人
）
及
び
「
鳥
笛
」
（
大
正

3
・
1
・
同
）
は
、
小
説
「
南
地
心
中
」
（
明
治
必
・

1
・
新
小
説
）
を
脚

色
し
た
同
一
戯
曲
の
各
部
分
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
一
篇
と
み
な
し
た
。

朝
団
祥
次
郎
氏
は
「
鏡
花
の
橋
姫
」
（
新
版
全
集
月
報

5
）
で
、
「
隅
田
の
橋
姫
」
は
「
南
地
心
中
」
に
発
展
す
る
要
素
を
含
む
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

が
、
む
し
ろ
「
式
部
小
路
」
（
明
治
鈎
・

1
・
大
阪
毎
日
新
聞
）
に
類
似
点
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
未
完
の
上
、
断
片
に
す
ぎ
な
い

の
で
厳
密
に
は
不
明
と
す
べ
き
だ
が
、
便
宜
上
∞
に
分
類
し
た
。

「
絵
本
の
春
」
〈
大
正
日
・

1
・
文
芸
春
秋
）
と
題
材
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。

「
沈
鐘
の
翻
訳
」
（
明
治
却
・

6
・
太
陽
）

新
版
全
集
別
巻
所
収
書
簡
下
書
日

森
鴎
外
は
『
ゲ
ル
ハ
ル
ト
l

ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
』
（
明
治

ω－

m
・
春
陽
堂
）
の
中
で
「
沈
鐘
」
に
ニ

l
チ
ェ
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

白
雪
姫
の
慕
う
若
肢
が
棲
む
と
い
う
白
山
・
千
蛇
ケ
池
に
も
、
一
千
の
悪
蛇
を
僧
泰
澄
が
こ
の
池
に
封
じ
込
め
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
（
広
瀬
誠

『
立
山
と
白
山
』
北
国
出
版
社
）

「
井
上
会
の
野
外
劇
を
観
て
」
（
大
正

2
・
ロ
・
帝
国
文
学
）

公
子
の
姉
は
「
乙
姫
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
浦
島
伝
説
を
用
い
た
鏡
花
作
品
に
は
「
海
戦
の
余
波
」
（
明
治
幻
・
日
『
幼
年
玉
手
函
』
博
文
館
）
が

あ
り
、
「
海
神
別
荘
」
と
の
類
似
点
も
み
ら
れ
る
。

近
江
丞
桃
六
は
鏡
花
の
父
政
光
の
イ
メ
ー
ジ
を
負
う
と
共
に
、
競
花
自
身
の
創
作
者
意
識
の
具
現
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
近
世
奇
談
全
集
』
（
続
帝
国
文
庫
幻
・
明
治
初
・

3
）
所
収
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
天
守
物
語
の
成
立
」
な
ど
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
「
神
撃
」
（
明
治
必
・

9
・
文
泉
堂
書
房
単
行
）
と
の
共
通
点
が

あ
る
。

野
口
武
彦
氏
は
「
鏡
花
の
女
」
（
昭
和
的
・

3
・
国
文
学
）
で
「
高
野
聖
」
の
女
に
「
一
種
の
死
の
儀
式
」
を
通
過
し
た
存
在
を
み
て
お
ら
れ
る
が
、
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（

2
）
 

（

3
）
 

（

4）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（日）

（

U
）
 

（ロ）
（日）



（

U
）
 

（日）

必
ず
し
も
「
死
」
と
考
え
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

因
縁
話
・
怨
霊
を
さ
す
。
「
一
寸
径
」
（
明
治
必
－

m
『
径
談
会
』
）
参
照
。

「
草
迷
宮
」
（
明
治
H
U

－
－
－
春
陽
堂
単
行
）
に
登
場
す
る
「
魔
界
」
の
女
が
、
丑
待
ち
の
呪
術
に
よ
っ
て
現
世
を
棄
て
「
魔
界
」
の
存
在
と
な
っ
た

の
に
共
通
す
る
。

子
供
達
や
仕
丁
は
お
津
を
「
お
つ
か
ひ
姫
」
「
媛
神
」
と
錯
覚
し
、
神
職
ら
は
彼
女
を
「
女
夜
叉
」
「
魔
の
女
」
な
ど
と
呼
ぶ
。

「
多
神
教
」
に
は
謡
曲
「
道
成
寺
」
も
一
部
使
わ
れ
い
る
が
、
こ
れ
も
恋
に
破
れ
た
女
の
執
心
を
描
く
四
番

H
物
で
あ
り
、
お
揮
は
ま
な
ゴ
の
荘
司

の
娘
と
も
共
通
点
を
も
っ
。

（凶）
（口）
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